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運動会は１０月６日(水)へ・・・蓄えたエネルギーを発揮！ 
ようやく、動き始めた運動会でしたが残念ながら再び延期になりました。臨時休校が

決まった土曜日の朝に PTA執行部と本校職員で美化作業をし、運動会の環境を

整えたばかりでした（HP にも紹介）。 

もともと 9月 18日からの延期は難しい状況だったのですが、9日(木)に、オンライ

ンにて運動会実行委員会を開催。子供たちの「是非開催したい」という強い強い気

持ちとともに、修学旅行に影響のない１０月前半がいいという声。また、開催のために

さらなる感染予防を自分たちでしていこうという具体的な意見もありました。 

これを受け、ＰＴＡ役員会で協議、その後ＰＴＡ運営委員会を経て、１０月６

日(水)の開催としました。運動会前の練習期間を確保し、かつ修学旅行に影響のな

い時期にし、加えて延期等の期日も保障したいという欲張りなねらいがあります。 

新型コロナウィルス感染症の感染者数は減少傾向とはいえ、感染リスクは常にありま

す。十分な感染予防をしながら、練習と準備に取り組んでいるところです。 

練習風景等はホームページでも随時お伝えしています。そちらもご覧ください。 

  

臨時休業（休校）お世話になりました・・・ 
急きょ臨時休業（休校）となり、連絡も準備もなかったため、月曜からの学習支

援をどう進めようかとあたふた・・・(^^;) 

土曜夜、学年主任に子供たちのタブレットの持ち帰り状況を確認したところ、約 3

分の１が置いていることが分かり、急きょみなさんにバスキャッチでタブレットの引き取り

をお願いしたのでした。急なお願いにもかかわらず、日曜日は 200 を越える方が取り

に来てくださいました。その際、検温、手指消毒、名簿の記名等のご協力もありがとう

ございました。 

月曜日は、オンラインと教科書を使った学習の併用でしたが、火曜日は、すべてオン

ライン授業が可能となりました。ただ、小さなタブレット画面での学習ですから、目の疲

労、集中力の維持等、学校での対面学習とは違った課題もありますので、1日４コマ

の設定で、1 コマを 30～40分の学習活動にしております。 

今年度導入したばかりのタブレットですが、低学年の子供も、小さな指先でツンツン

と画面をタップし、使いこなしている様子。

子供の技の習得は、本当に早い！ 

家庭と学校の遠隔においても、リモート

で表情が分かる、顔を見ながら健康観察

ができるというのは、便利ですね。すごい時

代になったものだと改めて感じています。 

(写真は２の３ 対面とオンラインの両方に対

応するハイブリッド型の授業をしています) 

 

オンラインあれこれ・・・ 
 休校が始まった早々に、ログインに必要

なＱＲコード(紙)を忘れた、なくしたという

訴えが複数ありました。そして、接続時の

不具合。ご持参した現物や電話にて対応

させていただきました。また、兄弟姉妹での

オンラインであるがゆえのハウリング、互いの

声が飛び交うなどのこともあったようです。 

初めてのことに課題はつきものです。 

オンライン授業でよかったのは、普段は

発言しない子が活躍できたとのこと。発表

しやすい雰囲気だったのでしょう。 

気になったのは，画面の向こうでの飲

食。学習中ですし、タブレットにこぼすとい

うことも考えられます。これはいただけませ

ん。またチャット機能は確かに有効ですが、

時に子供間の中傷に使われいじめに発展

するというケースもあります。便利さには、リ

スクも伴います。今後ますます活用の場面

が広がります。学校でも使用のルールを徹

底しているところです。

ご家庭でもよろしくご

指導お願いします。 

 

 

（むろふぇっしょなる セカンド） 

交通安全名人を探せ！秋の交通安全運動キャンペーン 
という取組を企画委員会が提案しました。昨年度から温めてきた企画だそうです。自分たちの生活を自ら改善していこうという取組

の一つで、登校の様子を見守りボランティアの皆さんに評価していただこうというものです。この企画には、地域コーディネータの首藤さ  

んにたくさんのアドバイスとご尽力をいただいています。先日は、首藤さんも交えて、オンラインによる打合せを行いました 

（HP でも紹介）。子供たちのやる気が伝わってきました。期間は 9月 27日～9月 30日までの 4日間です。 

地域の皆様には，本当にお世話になります。初めての試みであるこの企画が、子供たち自身の安心安全な登校への 

意識の向上と自分たちでもっと素敵な室小にしていくという参画意識の醸成につながることを願います。 


